
８月定例記者会見要旨 

  

 ９月は「茨城県認知症を知る月間」となっておりますが、初めに本市の認

知症支援に関する２つの取組について、情報提供いたします。ひとつめは高

校生対象の認知症サポーター養成講座についてです。 

 近年、わが国では高齢化の進捗とともに、認知症が増加の一途をたどって

おりますが、２０１５年発表の厚生労働省の推計によりますと、２０１２年

時点で６５歳以上の高齢者の約７人に１人が認知症だとされています。 

 さらに今後、高齢化がさらに進んでいくにつれ、認知症の患者数がさらに

膨らんでいくことは確実で、団塊の世代が７５歳以上となる２０２５年には、

６５歳以上の高齢者の約５人に１人が認知症となるとも言われています。 

 増え続ける認知症患者は、医療機関のみならず、地域、患者やその家族に

とっても、非常に大きな課題ですが、本市では高齢者に対して、認知症を未

然に防ぐ予防策の普及を図るとともに、地域の高齢者を支える市民の皆さん

に認知症の支援者としての役割を担ってもらえるよう、様々な取り組みを実

施しております。 

 本市の『認知症サポーター養成講座』は、これらの取り組みの一つで、厚

生労働省の「認知症施策推進総合戦略」に基づき、市民の皆様に認知症への

理解を深めてもらうことを目的に開催しております。 

 養成講座を修了した「認知症サポーター」の皆さんには、認知症の人やそ

の家族が安心して暮らしていけるように温かく見守り、支援する「応援者の

役割」を期待しているところです。 

 本市では、これまでも各種団体、企業並びに医療機関等を対象に養成講座

を実施し、延べ３，３６１名の「認知症サポーター」がおりますが、このた

びの養成講座は、９月の「茨城県認知症を知る月間」の趣旨も踏まえ、幅広

い世代に認知症の理解を深めてもらうことを目的に、愛国学園大学附属龍ケ

崎高等学校の生徒及び教師の皆さん、約１２０名に参加いただきます。 



 期日は９月２１日金曜日、所要時間は１時間程度で、高校生を対象とした

養成講座は市内で初となります。講座修了後、受講者には「認知症サポータ

ー証」と、サポーターの目印となるブレスレット「オレンジリング」を配布

します。 

  

 認知症の支援に関する二つ目の情報は、認知症講演会「最新の治療と予防

策」についてでございます。 

 これは、筑波大学臨床医学域精神医学教授で、基幹型認知症疾患医療セン

ター部長の新井哲明（あらいてつあき）氏を講師にお招きして開催する講演

会で、期日は９月７日金曜日、会場は市文化会館大ホールです。 

 「最新の治療と予防策」と題する今回の講演では、認知症の専門医である

荒井先生より、認知症に対する正しい知識のほか、日頃からの心がけで実践

できる予防策をはじめ、耳よりな最新情報を医学的な見地によりお話いただ

きます。 

 また、今回会場には相談ブースを設け、認知症に関する相談を受け付けま

す。入場は無料で、市内・市外に関わらず、どなたでもご参加いただけます

ので、たくさんの方にご来場いただければと考えております。 

 

 続いての情報は、毎年好評をいただいております「こどもまつり」の情報

です。 

 このイベントは、当市が目指す「子育て環境日本一」に向けた取り組みの

ひとつで、市内の子どもと保護者が、遊びなどを通して交流する機会を設け

るとともに、市の子育て支援サービスの情報提供や、子育て支援にかかわる

スタッフとの交流を図ることを目的としています。 

 ５回目となります今回は、小さいお子様から大人まで楽しめるアニメ映画

を２本上映するほか、工作などのワークショップや会場内をめぐるスタンプ

ラリー、「お出かけ子育て支援センター」・「出張さんさん館」など、多彩



なイベント用意しております。 

 多くの子育て世帯の方々にご参加いただき、思い出に残るお時間を過ごし

ていただければと思います。 

 

 続きまして「市から式秀部屋への差入れ」についての情報です。 

 本市では、平成２４年度から１月場所前と９月場所前の年２回、本市のふ

るさと大使でもあります式守秀五郎氏が親方を務める式秀部屋への地元食材

の差し入れを行っています。 

 今回は、大相撲９月場所での所属力士の皆さんの健闘を願って、９月６日

（木）式秀部屋を訪問し、地元産の米や野菜などを差し入れするものです。 

 米については、県南地域「地域オリジナル米」販売促進協議会から、茨城

県産の厳選されたこだわり米「いばらききまい」(※)7銘柄を提供いただけ

ることになりました。そのほか、地元産の朝採り野菜、国産鶏モモ肉、国産

豚ロース肉をお渡しする予定です。 

 当日は、市関係者とともに、米、野菜の生産者も部屋に伺い、直接差し入

れの品をお渡しする予定となっております。力士の皆さんには、応援の気持

ちを込めた米や野菜で力をつけていただき、是非とも９月場所では大きな活

躍を見せてほしいと願っております。 

 情報提供は以上でございますが、詳細はこのあと担当から説明させていた

だきます。 

 

(※)茨城＋利き米＝いばらききまい 

 


